
Ⅵ 研修・業績発表会



1 当所で実施した研修

名 称 研 修 内 容 研修対象者 研修期間 担当係

環境森林事務所・環 BOD、n-ヘキサン抽出 環境森林事務所 22. 4.20 水環境係

境事務所水質分析担 物質、pH、SS 測定の および環境事務所

当職員分析研修 ための講習会 水質分析担当職員

平成 22 年度群馬県 ｢新型インフルエンザ 医療機関、施設 22. 6.5 感染制御係

感染症研修会 対策の教訓」講演会 職員

感染症担当者研修会 食中毒事例におけるノ 保健福祉事務所 22. 6.11 感染制御係

ロウイルス検査につい 感染症予防業務

て 担当職員

疫学調査の標準手法

リスク評価と感染症・

食中毒の対策方法（案）

嗅覚測定研修会 嗅覚測定法による臭気 県および市町村職 22.10.19 大気環境係

検査及び調査の講習会 員 ～ 20
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2 当所で受け入れた視察、研修

年月日 視察者・研修者 目 的

22.6.15 臨床医研修（西部、東部、桐生、富岡保健福祉
事務所、前橋市保健所）

10 地域保健研修

22.6.21 見学実習（群大大学院公衆衛生学） 6 地域保健研修

22.7.23 学生研修（県立県民健康科学大学） 11 学生実習

22.8.31 施設見学（食品安全課、衛生食品課） 4 学生研修

22.9.8 生徒研修（前橋市立東中学校） 3 生徒研修

22.9.15 臨床医研修（渋川、館林保健福祉事務所、前橋
市保健所）

3 地域保健研修

22.9.28 施設見学（杉戸町区長会） 38 住民見学

22.10.18 臨床医研修（桐生、館林保健福祉事務所） 2 地域保健研修

22.10.19 群馬大学医学部公衆衛生学 1 学生実習

22.10.20 学生研修（高崎健康福祉大学） 85 学生実習

22.11.5 群馬大学医学部保健学科検査技術科学専攻 42 学生実習

22.11.11 施設見学（館林市環境保健委員協議会） 38 住民見学

22.11.24 施設見学（明和町母子保健推進委員） 24 住民見学

22.11.25 臨床医研修(富岡保健福祉事務所、前橋市保健所) 3 地域保健研修

270

人数
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3 平成 22 年度衛生環境研究所・食品安全検査センター業績発表会
(平成 23 年 3 月 16 日開催予定でしたが、東日本大震災により中止となりホームページ上

での抄録掲載となりました)

【感染症 ・ 疫学の部】

1. 豚から分離された S. Choleraesuis の分子疫学的解析

保健科学係 坂野智恵子

2. 麻疹ウイルス流行株の主要ゲノムに関する分子疫学解析

及び麻疹ウイルス遺伝子迅速診断法の開発に関する研究

保健科学係 齋藤 美香

3. 院内感染事例に対する保健所の対応支援

感染制御係 鈴木 智之

【共同研究の部】

4. 電解水接触空気の安全性に関する研究

三洋電機(株) 野澤 康平

5. 微生物制御空調技術による空中浮遊細菌抑制効果の検証

～空間の浮遊微生物の抑制に高い効果～

(株)ヤマト 木村 和矢

【食品の部】

6. 輸入加工食品の残留農薬検査について

検査第三係 木暮 昭二

7. 食鳥肉衛生実態調査について

検査第四係 小池 裕子

8. 輸入食肉、肥育豚、野生イノシシ、野生シカの E 型肝炎

ウイルス保有状況

保健科学係 坂野智恵子

【環境の部】

9. 利根川における有機フッ素化合物の流出状況に関する研究

水環境係 木村 真也

10. 新しい河川環境の評価方法について

～群馬県版水環境健全性指標の作成と活用法～

水環境係 松本 理沙

11. 2009 年 10 月黄砂飛来時における群馬県・新潟県の大気中

粒子状物質調査結果

大気環境係 山口 直哉
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編 集 委 員

【研究・企画・評価委員】

小 澤 邦 壽（委員長） 須野原 修

大 沢 信 一 横 田 陽 子

中 島 穂 泉 星 野 隆 昌

高 田 勇 人 石 岡 大 成

【学術部会員】

吉 住 正 和（部会長） 木 村 真 也

齊 藤 由 倫 小板橋 伸 江

山 口 直 哉 齋 藤 美 香
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